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4.2.2 “箕”の声母  
4.2.3 “芝”の声母  
4.2.4 “指”の声母  
4.2.5 “梳”の声母  
4.2.6 “叔”の声母  
4.2.7 “竹”の声母  
4.2.8 “唇”の声母  











5. 言語変異と社会的属性  
5.1 徐州方言話者における世代差の特徴 
5.1.1 1960 年代生まれと 1980 年代生まれの間に存在する世代差 
5.1.2 過渡期における複数の語形の併用現象 













































































代差の特徴を明らかにすることができた。特に強調したいのは次の 2 点である。①1960 年
代以前に生まれた世代と 1980 年代以降に生まれた世代では、言語的に大きな隔たりが存在
することがわかった。本論文ではこうした言語差について「学校教育における標準語の普
及」、「テレビの普及」から説明をおこなった。②1950・1960 年代生まれを中心とする一部
の話者に「非そり舌化現象」が見られることがわかった。これは、規則的には伝統的な徐
州方言、標準語のいずれにおいてもそり舌音で発音されるはずの字に、非そり舌化した歯
茎音が現れる現象である。筆者はこの現象について、話者のイメージする「誤った」徐州
方言への回帰、すなわち一種の過剰修正（hypercorrection）が起きたと結論づけた。 
（５）世代差以外の要因による言語変異についても明らかにした 
本研究で扱った言語変異の多くは世代差によるものであったが、世代差以外の要因につ
いても考察をおこなった。具体的には、①徐州市街地と郊外の言語状況を比較した結果、
世代差を通じて古いと認定された形式が、市街地よりも郊外に保存されていることがわか
った。また北郊外や南郊外など、特定の地域にあらわれる変異形の存在も明らかにした。
②祖父母や両親の出身地が方言に与える影響について、「親族呼称」を例に分析をおこな
った。その結果、本人は徐州市で生まれ育っていても、呼称の対象となる親族が外地出身
者である場合、外部方言の語形を取り入れて使用する事例が見られた。③ケーススタディ
として女性特有の生理現象である「月経」の名称・表現を取りあげ、性差・世代差・場面
差という三つの観点から言語変異を捉えた。 
